
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖母の赤飯 
副校長  武田  悠 

 

「しっかり食べて。また、元気に帰っておいで。」 

それが、田舎の祖母が別れ際にかける、いつもの言葉でした。母方の実家の鹿児島で生まれた私は、物心つく前

には両親と共に東京へ移り住んでいましたが、祖父母が農業を営んでいたこともあり、農作業を手伝うために、夏

休みのほとんどは毎年鹿児島で過ごしていました。 

そんな夏休みの終わり、東京へ帰る日になると、いつも祖母は決まって朝早くから赤飯を炊きました。庭にかまど

を用意し、薪をくべて、蒸し器で炊く、昔ながらのやり方でした。そうしてできあがった大量の赤飯を、たくさんの容

器にめいっぱい詰め込み、冒頭の言葉と共に、私に持たせてくれました。祖母が作る赤飯は、昔ながらのやり方だ

からなのか、大量に作るからなのか、東京で食べる赤飯とは食感に違いがあり、子供の頃はやや苦手に感じること

もありました。ただ毎年のように食べていると、そんな違いにも愛着がわき、帰りの道中で祖母の赤飯を食べるの

が恒例の楽しみになりました。受験で帰れなかった年は、「悠の分を持っていかんね。」と母に預けて、東京まで届

けてくれました。祖母にとって、赤飯はそのくらい特別なものだったのでしょう。学生になって独りで稲刈りの時期に

帰省しても、結婚して妻と生まれた子供たちと共に帰省しても、祖母は変わらず赤飯を炊いてくれました。 

 しかし、徐々に仕事が忙しくなったり、子供も大きくなり、休みがなかなか合わなくなったりすると、毎年のように鹿

児島に足を運ぶことが難しくなりました。また、世の中がコロナ禍に見舞われたこともあり、ますます帰省ができなく

なりました。最後に祖母に会ってから、７年の月日が流れました。今、九十台半ばになる祖母は、住み慣れた家を離

れ、地元の施設で暮らしています。年老いて、体が思うように動かなくなるとともに、私のことも誰だか思い出せなく

なるようになりました。祖母の赤飯は、もう二度と食べられません。もっと祖母に会っておけばよかった、赤飯に込め

た思いを尋ねておけばよかった、一緒に調理しながら、作っている祖母の姿をちゃんと目に焼き付けておけばよか

ったと今さらながらに思います。 

 

 先月行われた今年度１回目の食育講話で、本校で２０１２年度から行われている「お弁当の日」の意義について

生徒に話をしました。月に１度、生徒が自分の弁当作りに関わる「お弁当の日」は、「食育講話」と並ぶ本校の食

育の大きな柱の一つとなっています。私は、先述の祖母の赤飯の話を紹介しながら、お弁当の日は「家族の絆を

深めるためにある。」と生徒に伝えました。確かに忙しい朝に弁当作りに関わることは生徒本人にも、ご家族にとっ

ても決して楽な作業ではないことと思います。それでも、自分で挑戦してみることで、その大変さが分かり、効率よく

作るための段取りや工夫を考えるようになります。そして、自ずと普段の自分の家の味に興味を持ち、近付こうとす

るでしょう。また、いずれ生徒がその味を守り、未来へつないでいくことにもつながっていくのではないかと考えるの

です。 

 保護者、地域の皆様にとって忘れられない家族の味は何でしょう。 

「ごちそうさま。」「おいしかったよ。」「上手にできたね。」 

「早起き頑張ったね。」「いつもありがとう。」 

月に一度のお弁当の日。家族への感謝の気持ちを深めるとともに、 

家族の味を親子で確かめ合うきっかけにしていただければ幸いです。 

 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 
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小笠原村立小笠原中学校 

校 長 椎 橋  秀 行 



第１学年紹介                           第１学年主任  

新一年生が中学生になってから 1 か月が早くも過ぎます。知っている仲間たちと中学生になったとは言え、新し

い環境の中でだいぶ緊張して疲れを見せる生徒もいました。そんな彼らも次第に慣れ、それぞれが充実した学校

生活を送れているのではないかと感じています。学校は安心して通える環境の中で、生徒一人一人が様々な経験

を積み、できること、知っていることを増やしながら成長していける場であるべきだと思います。しかし、その成長の

過程で、ときには苦労したり、苦い経験を積んだりすることもあるかと思います。でもそれも必要なこと。保護者の皆

さんと協力しながら、無理のない範囲で可能性を拡げられるように一緒に支えていけたらと思います。至らない点

もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いします。 

授業も本格的になり、部活動や委員会、係の仕事に真剣に取り組む姿を見せている彼らにとって５月の連休は

少しホッとする時期かもしれません。連休明けにまた元気な姿で会えることを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年紹介                           第２学年主任  

いよいよ先輩になるという期待と責任感をもって進級した 

２年生です。これから始まる１年生との活動では、優しく色々 

なことを教えてあげたいと考えている人がたくさんいます。 

３年生から多くのことを学び、次は自分たちが先輩にして 

もらったことをする立場になり、３年生のように立派な先輩 

になってくれると期待しています。また、２年生になったとい 

うことで、学習に力が入ってきている人も多く、家庭学習ノ 

ートが充実してきています。６月には職場体験も始まります。 

これからの活躍が楽しみな２年生です。 

 

第３学年紹介                           第３学年主任  

本年度の第３学年は、    （1 組担任・学年主任）、    （2 組担任）、     （3 組担任）、    （副担任）、 

（副担任）で担当いたします｡1年間よろしくお願いいたします｡ 

  現在、修学旅行に向けて熱心に準備を進めています。クラスから選出された実行委員が中心となって、班分け

や、班行動計画、持ち物の選定、現地での注意事項など、細かい部分まで行き届いた準備を進めています。実行

委員たちは、クラス代表として責任感をもって活動しており、積極的に意見交換を行いながら、全員が楽しめる修

学旅行を目指しています。また、クラス全体が一丸となって、行き先の候補を検討しています。２年生の時にそれぞ

れが興味をもったポイントを調べ、訪れる地域の特徴や 

歴史について学んだ内容をもとにコースづくりをしてい 

ます。修学旅行が、思い出に残る素晴らしい体験となる 

よう、3年生は心を一つにして前進しています。 

 

 

 

 

 



令和６年度 前期生徒会・委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科授業紹介                                             国語科  

今年度の国語の授業では、「自分で課題を設定し、解決する活動」を 

テーマに行います。日常の生活や教材の中で抱く「なぜ、どうして」という 

気持ちをきっかけに課題を設定し、その課題を個人や班で協働しながら 

解決していこうと考えています。また、コミュニケーションが特に必要な 

教科です。互いの意見を尊重できる気持ちや態度の育成にも力を入れて 

いきます。 

 

数学科授業紹介                                                数学科   

各学年の最初の授業では，オリエンテーションを開きました。オリエンテーション 

では、数学の授業の持ち物や評価に関する説明の他に、「数学の授業で頑張って 

ほしいこと」を生徒に伝えました。特に伝えていることは「分からないことをそのま 

まにしないこと」です。「分からない授業」はつまらないし苦痛なものなので、生徒 

には少しでも「分かった」と思って数学の時間を過ごしてほしいと思っています。 

私自身もそのために頑張りたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

余った時間は頭の体操！ということで論理パズルを各学年で出しました。以下の問題は２年生に出した問題の１つ

です。保護者の方も、もしよければ挑戦してみて下さい！ 

 問 題 

「1000ml、700ml、300mlのカップが１つずつある。この３つを使って 500mlを測る方法を考えなさい。 

※水は蛇口から補充したり、捨てたりできるが、他の容器はないものとする。」 

（チャレンジしたい方は「可能なかぎり水を節約して」という条件を付け加えて考えてみて下さい。） 

 小笠原中学校では、生徒が主体的・対話的に学びを

深められるよう、それぞれの教科で様々な工夫を凝らし

た授業が展開されています。この学校便りで、そんな授

業の様子を少しずつ紹介していきたいと思います。ぜ

ひ、５月の学校公開にも足をお運びいただき、生徒の学

びの様子をご参観いただければ幸いです。 



  

 

 

学校公開について 

今年度１回目の学校公開を下記の通り実施いたします。ご多用のこととは存じますが、ぜひこの機会

にご参観をいただきますようご案内申し上げます。 

学校公開期間 

令和６年５月８日（水）～１１日（土） 

午前８時００分～午後６時００分 

※水曜日は午後２時０５分、土曜日は午後０時１０分までとします。 

その他 

・ 授業内容等に関しましては、当日、受付で用意いたします。 

・ 車でのご来校はご遠慮ください。 

・ 上履きをご持参ください。 

 

全国学力・学習状況調査【経年変化分析】保護者アンケート調査について 

 文部科学省が実施する「令和６年度全国学力・学習状況調査」の一環として、３年生の保護者の皆様を

対象にアンケート調査を実施することとなりました。つきましては、今後配付される「ご協力のお願い」をご

確認の上、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。 

月 火 水 木 金 土 日 

 

 

 １自転車安全点検 

安全指導 
おが中寺子屋② 

２○入○出  

避難訓練 

３ 

憲法記念日 

４ 
みどりの日 

バドミントン部島し

ょ大会（母島） 

５○入○出  

こどもの日 

バレー部母島遠征 

６ 

振替休日 

バレー部母島遠征 

７ 
GW 学習記録プログ

ラム終 

村学力調査 

８ 

食育講話 
学校公開（始） 

９○入○出  

SC 勤務日 

尿検査２次予備日 

１０ 

内科検診 

１１ 
土曜授業日 

学校公開（終） 

バドミントン部島し

ょ大会（予備日） 

１２ 
 

１３ 

おが中寺子屋③ 

 

１４ 
全国学力調査経

年変化分析調査 

（３年） 

１５ 
心臓健診（１年） 

芝生の日 

 

１６  

 

１７ 
AED 講習 

小笠原高校訪問 

（３年） 

１８ 
 

１９ 

 

２０ 
学校朝礼 
役員会・各種委員会 

２１ 

 
 

２２○入  

職員会議 

 

２３○出  

 

２４ 

お弁当の日 

中央委員会 

２５ 

PTA ノロ落とし 

２６ 

PTA ノロ落とし

予備日 

２７ 
生徒会朝礼 

水泳指導（5,6

校時） 

６時間授業 

２８ 
水泳指導（5,6

校時） 

２９○入  

 

３０○出  

修学旅行（始）

～6／9 

３１ 

 

  

６月の主な予定・６月 ４日（火）～６月６日（木）…２年生職場体験 ・６月 ７日（金）…１・２年水泳指導 

・６月 ９日（日）…修学旅行（終）【６月１０日（月）・６月１１日（火）…３年生振替休業日】 

        ・６月１７日（月）…おが中寺子屋         ・６月１８日（火）…お弁当の日・水泳指導 

・６月１９日（水）…第１回進路説明会        ・６月２０日（木）…水泳指導 

・６月２５日（火）～２７日（木）…１学期期末考査  


